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 はじめに２０１７年３月に告示された学習指導要領において、教科の枠組みを越えてすべての学習の基盤として育まれ活用される資質・能力について、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の３つの柱で一貫する方向で構成していることは既に周知の事実である。この構成にあたっては、２００８年中央教育審議会（以下、中教審）答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」をはじめとして、２０１３年６月の第２期教育振興基本計画などの受け継がれながら検討を重ねてきた経緯がある。国立教育政策研究所などでこうした資質・能力についての理論が整理され、国内外の諸研究の成果に基づいて構築されている。しかし、肝心な学習指導要領を改訂している作業の中で行われた論点整理の中には、明確なエビ デンスが示されない、いわば経験則だけで主張されているような意見が見受けられる。本論では、国語科における語彙指導における課題を指摘し、H小学校における語彙指導のための試行事業を検証することで、今後の課題へのアプローチについて考察する。 語彙力が求められる背景についていずれの学問分野においても、科学的手法を用いて、明確な論拠の下で理論が構築されるべきことは周知の事実である。しかし、教育の課題においては、しばしば科学的手法が通用しない議論が行われている。中室（２０１５）は、少人数学級や教員研修などの諸課題が信頼できるデータや分析に基づくエビデンスが示されていないという点を繰り返し指摘している。いまだに日本では、教育という重要な分野において国際水準から著しくかけ離れた議論が行われてしまっています。今後は、日本も海外のように、効果測定によるエビデンスに
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A Study on Vocabulary Guidance in the new Curriculum－Through Analyzing Learner’s Vocabulary System－ 中 島 賢 介要旨２０１７（平成２９）年改訂された小学校学習指導要領には、低学年の語彙の量と質の違いが学力差を生むといった指摘を受けて語彙指導の充実が図られている。そこで、文化審議会国語問題小委員会などで協議されている内容などを吟味し、基本となる語彙の成立経緯や内容を踏まえた上で、H小学校における語彙指導への試行事業について検証する。その結果、児童から学校独自の教育内容が反映された語句が多く見られた。この試行事業を通して、今後の語彙指導の課題を明確にした。キーワード：語彙指導（Vocabulary Guidance）／教育課程（Curriculumy）／学習指導要領（Course of Study）































 おわりに語彙の問題については、矢部（２０１１）が指摘するように、語句・語彙の環境が流動的であるため、語彙調査の実現は困難である。また、語彙の指導においては、まずは困難ではあっても、客観的な資料に基づいて議論される必要がある。今後は、H小学校の試行事業のように、小学校単位で語彙調査とその分析を行い、児童理解や学習状況を的確に把握しながら語彙指導を行う必要があると言える。H小学校には、試行事業で得られた資料に基づいて、小学校学習指導要領の方針通り、引き続き教科横断型の授業を推進し、幼保小、小中の連携接続にも配慮しながら児童の語彙形成に資する取り組みを続けていただきたい。〈注釈〉１ 国語問題小委員会第２回（平成２８年６月２０日）に出された意見である。－明確な資料が提示されていない。２ 国語問題小委員会第１３回資料（平成１９年１０月２０日）３「分かり合うための言語コミュニケーション」文化審議会国語分科会報告 平成３０年３月２日４ これらの記述は、『初等国語科教育』『小学校新学習指導要領ポイント整理 国語』の中で詳細に解説されている。〈引用文献・参考文献〉井上一郎（２００１）『語彙力の発達とその育成 －国語科学習基本語彙選定の視座から－』明治図書出版今井むつみ（２０１３）『ことばの発達の謎を解く』ちくま
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